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軽
自
動
車
税
減
免
の

申
請
を

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
積
極
的
に

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
次
の
要

件
を
満
た
す
軽
自
動
車
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
っ
て
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
か
ら
申
請
事
由

に
変
更
が
な
く
、
減
免
申
請
書
を

す
で
に
提
出
し
て
い
る
人
は
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象

①
自
ら
運
転
す
る
車
（
本
人
名
義
）

②
通
学
、
通
院
、
生
業
用
と
し
て

　

使
用
す
る
車
（
身
体
障
害
者
等

　

と
生
計
を
一
つ
に
し
て
い
る
人

　

が
運
転
す
る
場
合
は
、
家
族
名

　

義
の
軽
自
動
車
も
対
象
）

③
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ

　

れ
る
世
帯
の
人
を
常
時
介
護
す

　

る
人
が
運
転
す
る
車

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
障
害
の
程

　

度
に
よ
り
ま
す
。

※
障
害
の
あ
る
人
が
利
用
す
る
た
め

　

の
構
造
と
な
っ
て
い
る
軽
自
動
車
、

　

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
も

　

の
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車
に
つ

　

い
て
も
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
、
運
転
す
る
人
の

運
転
免
許
証
、
印
か
ん
、
納
税
通
知
書

防災情報メールサービスへ登録を―市から防災情報を無料で配信―
http://user-entry.jalertmail.jp/takehara/index.html　（言語を選んで空メールを送信すれば登録完了）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

全
額
免
除

●
「
身
体
障
害
者
」「
知
的
障
害
者
」

　

「
精
神
障
害
者
」
が
世
帯
構
成

　

員
で
あ
り
、
世
帯
全
員
が
市
民

　

税
（
住
民
税
）
非
課
税
の
場
合

半
額
免
除

●
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主

　

で
受
信
契
約
者
の
場
合

●
重
度
の
障
害
者
（
身
体
障
害
者
、

　

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
）
が

　

世
帯
主
で
受
信
契
約
者
の
場
合

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
申
請
を

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
が
一
定

額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
に
よ

　

対象 上限月額

生活保護受給者等 15,000 円

世帯全員が市民税非課税で、所得金額＋
年金収入額が 80 万円以下の人

15,000 円（個人）
24,600 円（世帯）

世帯全員が市民税非課税で、上記に該当
しない人

24,600 円

市民税課税世帯 37,200 円

▼自己負担の上限額（世帯合算）【平成 27 年７月分まで】

※居住費・食費・日常生活費などは除く。

※平成 27 年８月分から上限月額が一部変更となります。
　再度お知らせします。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

介
護
保
険
証
、
印
か
ん
、
振
込

先
の
口
座
番
号

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
介
護
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

５
月
25
日
㈪
ま
で
に
税
務
課
市
民
税
係
へ

　

☎
22-

７
７
３
２

竹
原
市
中
小
企
業
融
資

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
各
金
融
機
関
に
預
託

し
て
、
低
利
で
運
営
す
る
融
資
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

※
信
用
保
証
料
に
つ
い
て
は
、
低

　

減
措
置
を
図
っ
て
い
ま
す
。

申
込
先

　

市
内
各
金
融
機
関

区分 運転資金 設備資金
季節資金 取扱い

金融機関 夏季資金 年末資金

限度額 1,500 万円 1,500 万円 500 万円 500 万円
市内銀行、信用

金庫、信用組合

で取り扱ってい

ます。

※償還は各金融

　機関所定の方

　法によります。

償還期間

（据置期間）

５年以内

（６か月以内）

７年以内

（６か月以内）
6か月以内 6か月以内

利率

1.8％ 1.8％

1.2％ 1.2％1年以内及び

信保付は1.2％
信保付は1.2％

受付期間 随時 随時 6/1 ～ 8/31 11/1 ～ 12/20

問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

　

☎
22-

７
７
４
５

　

経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
「
米
の

直
接
支
払
交
付
金
」
、
「
畑
作
物
の

直
接
支
払
交
付
金
」
「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
」
な
ど
の
枠
組

み
が
あ
り
、
水
稲
共
済
加
入
や
販

売
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
人
が
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
期
限　

６
月
30
日
㈫
ま
で

提
出
書
類　

営
農
計
画
書
及
び
所

　

定
申
請
書
等
（
産
業
振
興
課
に

　

備
え
付
け
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

竹
原
市
農
業
再
生
協
議
会
（
産
業
振
興
課
内
）

　

☎
22-

７
７
４
５

経
営
所
得
安
定
対
策

り
、
超
え
た
分
が
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
た
に
該

当
に
な
っ
た
時
に
、
勧
奨
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
11
月
以
降
に
一
度
で

も
申
請
を
し
た
人
は
、
自
動
的
に

指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
再

度
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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介
護
保
険
施
設
の
食
費

  
・
居
住
費
を
減
額

　

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
人

で
、
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
人
は
、
申
請
に
よ
り
、
居
住
費

と
食
費
の
自
己
負
担
額
に
上
限
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、

６
月
中
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
７
月
31
日
㈮
ま
で
に
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対象
居住費

食費
個室 準個室 多床室

生活保護受給者等 820 円 490 円 0 円 300 円

世帯全員が市民税非課税
で、所得金額＋年金収入
額が 80 万円以下の人

820 円 490 円 370 円 390 円

世帯全員が市民税非課税
で、上記に該当しない人

1,310 円 1,310 円 370 円 650 円

申
請
に
必
要
な
も
の

　

介
護
保
険
証
・
印
か
ん

勤
労
者
の
暮
ら
し
を
応
援

自
治
体
提
携
融
資
制
度

対
象
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

①
竹
原
市
・
大
崎
上
島
町
内
に
在

　

住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

②
居
住
年
数
ま
た
は
勤
続
年
数
が

　

１
年
以
上
の
人

③
前
年
の
収
入
が
１
５
０
万
円
以
上
の
人

使
途　

住
宅
費
、
教
育
費
、
冠
婚

　

葬
祭
費
、
介
護
器
具
購
入
費

融
資
額　

最
高
２
０
０
万
円

融
資
利
率　

年
１
・
７
５
％　
　

　

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

※
担
保
不
要
で
す
。

※
別
途
保
証
料
が
必
要
で
す
。

返
済
期
間　

住
宅
費
・
教
育
費
は

　

７
年
以
内
、
冠
婚
葬
祭
費
・
介

　

護
器
具
購
入
費
は
５
年
以
内

　

生
活
情
報

　

市
で
は
、
検
定
満
了
に
な
る
水
道

メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
世
帯
に
は
、
市
が
委

託
し
て
い
る
市
内
業
者
が
出
向

き
、
取
替
え
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
際
は
市
が
委
託
し

た
事
を
証
す
る
身
分
証
明
書
を
携

行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
審
の
場

合
は
証
明
書
を
確
認
さ
れ
る
か
、
上

下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え

※平成 27 年８月から、対象要件が見直されます。
　詳しくは、再度お知らせします。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
介
護
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３

　

６
月
１
日
か
ら
「
水
道
週
間
」

が
始
ま
り
ま
す
。
期
間
中
、
給
水

装
置
工
事
事
業
者
の
協
力
を
得

て
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

期
間　

６
月
１
日
㈪
～
７
日
㈰

　

（
土
・
日
は
除
く
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

①
成
井
浄
水
場
の
一
般
公
開
（
事

　

前
申
し
込
み
が
必
要
）

②
蛇
口
の
取
り
替
え
（
材
料
費
は

　

本
人
負
担
）

③
蛇
口
の
ケ
レ
ッ
プ
（
蛇
口
の
中

　

に
あ
る
コ
マ
）
等
の
取
替
え

※
無
料
で
す
。

④
水
道
に
関
す
る
相
談

※
期
間
中
、
市
指
定
の
給
水
装
置

　

工
事
事
業
者
で
も
水
道
に
関
す

　

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
事

　

業
者
の
一
覧
表
は
上
下
水
道
課
、

　

支
所
、
出
張
所
、
ま
た
は
市
ホ
ー

第
57　   
回
水
道
週
間

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課

　

☎
22-

７
７
６
８

※
毎
月
ま
た
は
毎
月
と
ボ
ー
ナ
ス

　

で
の
併
用
返
済
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

中
国
労
働
金
庫
西
条
支
店

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
６
５
５

介
護
者
激
励
金

・
慰
労
金

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族

に
、
激
励
金
・
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

介
護
者
激
励
金

対
象　

寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症

　

の
あ
る
高
齢
者
を
常
時
介
護
し

　

て
い
る
市
内
在
住
の
家
族

要
件
（
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

①
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
で
市

　

内
に
引
き
続
き
６
か
月
以
上
在
住

②
①
の
期
間
、
６
か
月
以
上
寝
た

　

き
り
ま
た
は
認
知
症
の
状
態
が

　

あ
り
、
要
介
護
度
が
３
以
上

③
②
の
期
間
、
病
院
ま
た
は
施
設

　

へ
の
入
院
・
入
所
が
30
日
を
超

　

え
て
い
な
い

④
介
護
者
慰
労
金
の
支
給
を
受
け

　

て
い
な
い

支
給
額　

年
額
３
万
円

申
請
方
法

　

地
域
の
担
当
民
生
委
員
を
通
じ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
者
慰
労
金

対
象　

要
介
護
度
４
ま
た
は
５
で
、

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
高

　

齢
者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
市

　

内
在
住
の
家
族

要
件
（
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

①
申
請
日
前
の
１
年
間
市
内
に
住

　

ん
で
い
る

②
①
の
期
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

を
受
け
て
い
な
い
。

　

※
７
日
以
内
の
短
期
入
所
は
可

支
給
額　

年
額
10
万
円

申
請
方
法　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ま
た
は
福
祉
課
介
護
福
祉
係
へ

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
介
護
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３

取 替 地 域 業　者　名

竹原地区
竹原町 3491
㈲明石設備　☎22-9387

下野町の一部・
東野町・小梨町・

北部地区

西野町 1667
森田鉄工　☎ 29-0007

高崎町・福田町・
忠海地区

忠海東町五丁目 26-1
山根建設　☎ 26-0387

下野町の一部・
吉名地区

吉名町 5004-3
新本設備　☎ 25-1553

問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課

　

☎
22-

７
７
６
８

▼負担限度額（１日あたり）
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日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に

ご
支
援
ご
協
力
を

　

毎
年
５
月
を
赤
十
字
運
動
月
間
と

し
て
、
赤
十
字
の
理
念
や
活
動
に
賛

同
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
と
し
て
年

間
５
０
０
円
以
上
を
支
援
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

竹
原
市
の
平
成
26
年
度
一
般
社
資

実
績
額

　

○
４
，
３
７
３
，
２
１
２
円

※
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
へ

　

送
金
し
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
が
多
様
な
活
動

を
展
開
す
る
た
め
の
財
源
は
、
み

な
さ
ん
の
社
資
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
竹
原

市
地
区
事
務
局
（
福
祉
課
福
祉
総
務
係
）

　

☎
22-

７
７
４
２

　

５
月
は
「
自
転
車
月
間
」
で
す
。

自
転
車
乗
用
中
の
死
傷
者
の
内
、

法
令
違
反
が
５
分
の
３
を
超
え
て

い
ま
す
。

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
。
歩

　

道
は
例
外
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行
す
る
。

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車
道
よ

　

り
を
通
行
す
る
。

④
飲
酒
運
転
、
信
号
無
視
、
二
人
乗

　

り
、
夜
間
の
無
灯
火
、
音
楽
を
聞

自
転
者
の
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

今
年
に
入
っ
て
竹
原
市
内
で
特

殊
詐
欺
の
被
害
総
額
が
、
既
に
３

件
、
約
２
，
５
０
０
万
円
（
３
月

末
現
在
の
竹
原
警
察
署
認
知
件

数
）
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

【
被
害
事
例
】

①
息
子
を
か
た
る
男
か
ら
、
「
友

　

達
か
ら
借
り
た
お
金
が
会
社
か

　

ら
横
領
し
た
も
の
だ
っ
た
。
す

　

ぐ
に
返
さ
な
い
と
会
社
を
ク
ビ

　

に
な
る
か
ら
、
お
金
を
す
ぐ
に

　

指
定
場
所
ま
で
持
っ
て
き
て
欲

特
殊
詐
欺
被
害
に
注
意
！

　

し
い
。
」
と
言
わ
れ
、
お
金
を

　

持
っ
て
行
き
被
害
に
遭
っ
た
。

②
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
か
た
る

　

男
か
ら
、
「
あ
な
た
の
財
産
が

　

狙
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
消
費

　

生
活
セ
ン
タ
ー
に
預
け
る
と
安

　

心
な
の
で
、
自
宅
ま
で
職
員
を

　

向
か
わ
せ
る
か
ら
お
金
を
預
け

　

て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
、
預

　

け
て
被
害
に
遭
っ
た
。

③
「
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
権
が
当

　

た
っ
た
。
（
保
留
し
て
い
る
と

　

再
度
連
絡
が
入
り
）
も
う
キ
ャ

　

ン
セ
ル
で
き
な
い
の
で
す
ぐ
に

　

お
金
を
宅
配
便
で
送
っ
て
く
だ

　

さ
い
。
」
と
言
わ
れ
、
送
金
し

　

て
被
害
に
遭
っ
た
。

【
注
意
点
】

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
官
公
庁
の

職
員
が
財
産
保
護
を
理
由
に
自
宅
ま

で
お
金
を
預
か
り
に
行
く
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
金
を
宅
配
便

等
で
送
金
す
る
要
求
は
詐
欺
で
す
。

　

お
金
に
関
す
る
電
話
が
あ
っ
た

際
は
、
す
ぐ
に
決
め
る
の
で
は
な

く
、
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

相
手
に
電
話
を
掛
け
な
お
す
場

合
は
、
言
わ
れ
た
番
号
で
は
な
く
、

必
ず
元
の
電
話
番
号
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

竹
原
警
察
署

　

☎
22-

０
１
１
０

　

き
な
が
ら
の
運
転
、
携
帯
電
話
を

　

操
作
し
な
が
ら
の
運
転
は
し
な
い

　

な
ど
の
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
。

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

す
る
。

　

ま
た
、
道
路
交
通
法
が
６
月
１

日
か
ら
改
正
と
な
り
、
危
険
運
転

を
繰
り
返
す
運
転
手
に
は
「
自
転

車
の
安
全
運
転
講
習
」
の
受
講
が

義
務
化
さ
れ
、
受
講
命
令
に
従
わ

な
い
場
合
に
は
５
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

竹
原
警
察
署

　

☎
22-

０
１
１
０

５
月
11
日
㈪
～
５
月
20
日
㈬

「
思
い
や
り

　ゆ
と
り
は
無
事
故
へ

　つ
づ
く
道
」

○
子
ど
も
と
高
齢
者
が
被
害
と
な

　

る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

国
民
年
金
の

任
意
加
入
制
度

老
齢
基
礎
年
金
の
満
額
受
給
の
た
め
に
は

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
年
金
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
加
入
し
て
、
満
額
の
年
金

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は

　

老
齢
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
免
除

期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上

必
要
で
す
。
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
に
限
る
。
）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
人
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
は
年
金
手
帳
・
印
か
ん

を
持
参
の
う
え
、
市
民
健
康
課
医
療

年
金
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

呉
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
２
３-

22-

１
６
９
１

　

す
。
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

　

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
５
月
20
日
㈬
は
交
通
事
故
死

　
　
　
　
　

 

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　

家
族
み
ん
な
で
交
通
安
全
と
命

の
大
切
さ
を
今
一
度
し
っ
か
り
と

確
認
し
あ
い
、
交
通
死
亡
事
故
の

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９
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れんらく板
　

    

募
集

 

危
険
物
取
扱
者

（
乙
種
第
４
類
）

試
験
準
備
講
習
会

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時　

６
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮

　
　
　

９
時
～
16
時

場
所　

東
広
島
市
消
防
局
講
堂

定
員　

80
人

費
用　

６
，
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
期
間

　

５
月
11
日
㈪
～
６
月
４
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

受
講
申
請
書
（
最
寄
り
の
消
防
署
、

分
署
で
配
付
、
ま
た
は
東
広
島
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
、
写
真
２
枚
、
官
製
は
が
き
１
枚

を
持
参
の
う
え
、
消
防
署
・
分
署
ま

た
は
東
広
島
市
消
防
局
予
防
課
へ
。

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
３
４
１

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

日
時　

７
月
７
日
㈫　

　

・
給
油
取
扱
所　

日
時　

５
月
14
日
㈭

　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

東
広
島
市
消
防
局
講
堂

定
員

80
人

費
用　

受
講
票
参
照

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

消
防
署
・
分
署
ま
た
は
東
広
島
市

消
防
局
予
防
課
で
配
布
す
る
受
講
票

に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
３
４
１

※
空
席
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
の

　

受
け
付
け
も
可
能
で
す
。

 

竹
原
市
我
元
行
共
同
墓
地
内
の

26
区
画
を
貸
付
公
募
し
ま
す
。

貸
付
区
画

　

26
区
画
（
２
・
16
㎡
～
15
・
12
㎡
）

使
用
料　

11
万
８
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

～
72
万
７
，
０
０
０
円

　

※
新
規
貸
付
時
の
み

管
理
料

　

１
区
画
あ
た
り
年
間
２
，
４
０
０
円

使
用
期
間　

許
可
を
受
け
た
日
の

　

翌
日
か
ら
起
算
し
て
30
年

※
た
だ
し
、
更
新
に
よ
る
継
続
使

　

用
可
能
で
す
。

申
込
資
格

①
市
内
に
本
籍
ま
た
は
住
所
が
あ
る
人

　

で
、
世
帯
主
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
人

 

我
元
行
共
同
墓
地
の  

 

貸
付
を
公
募
し
ま
す

②
焼
骨
の
埋
葬
及
び
こ
れ
に
伴
う

　

墓
碑
の
建
設
を
目
的
と
す
る
人

申
込
期
間　

　

５
月
11
日
㈪
～
25
日
㈪
必
着

　

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

所
定
の
申
込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
備
え
付
け
）
に
よ
り
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係
へ

　

☎
22-

２
２
７
９

平成 27年度 臨時職員の登録者募集
　竹原市役所（出先機関等含む）、竹原市立学校・保育所などに勤務する臨時職員の登録者を募集します。

登録した人の中から必要に応じて雇用します。

募集する職種 応募条件
申込
期限

申し込み・問い合わせ

事務補助職員
（職員の育児休業や臨時的な業務など
が生じた場合に勤務する。）

パソコン操作（ワードやエクセルの入力
作業）のできる人

随時
所定の申込書（総務課に備え付
け）により、総務課人事係（☎
22-7719）へ

用務員・校務補助員（小中学校）、
介助員（幼稚園及び小中学校）、
幼稚園教諭（幼稚園）、養護教諭（幼
稚園）

幼稚園教諭・養護教諭については、それ
ぞれ免許を有する人

随時
所定の申込書（教育振興課に備
え付け）により、教育委員会教
育振興課（☎ 22-2329）へ

代替保育士
（公立保育所の職員の休暇などによる
欠員が生じた場合に勤務する。）

保育士資格をもつ人で、保育業務に熱意
のある人

随時

所定の申込書（子ども福祉室に
備え付け）、履歴書、資格証明
書の写しを、子ども福祉室（☎
22-7742）へ

給食調理補助員
（保育所で給食調理補助員として勤務
する。）

体力に自信があり、調理業務に対して熱
意のある人

随時
所定の申込書（子ども福祉室に
備え付け）、履歴書を、子ども
福祉室（☎ 22-7742）へ

放課後児童クラブ代替指導員
（放課後児童クラブ指導員の休暇など
による欠員が生じた場合に勤務する。）

①教員または保育士資格をもつ人
②社会教育団体等で児童への指導経験
　のある人、または児童の育成及び指導
　について熱意のある人

随時
所定の申込書（子ども福祉室に備
え付け）、有資格者はその写しを、
子ども福祉室（☎ 22-7742）へ

　

肥
料
販
売
の
開
始
・
変
更
・
廃

止
に
は
、
肥
料
取
締
法
に
基
づ
き

届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
農
林
水
産
振
興
係

　

☎
22-

７
７
４
５

 
肥
料
販
売
業
務
の
届
出
を

　
　

９
時
15
分
～
12
時
15
分

　

・
そ
の
他

　
　

13
時
15
分
～
16
時
15
分

場
所　

東
広
島
市
消
防
局
講
堂

定
員　

80
人
（
区
分
ご
と
）

費
用　

受
講
票
参
照

　

（
納
付
書
の
領
収
控
ま
た
は
広
島

県
収
入
証
紙
を
受
講
申
請
書
に
添
付
）

申
込
期
限　

５
月
７
日
㈭
～
20
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

受
講
申
請
書
（
消
防
署
、
分
署
で
配

付
）
を
持
参
の
う
え
、
消
防
署
・
分
署

ま
た
は
東
広
島
市
消
防
局
予
防
課
へ
。

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
３
４
１
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ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
で

は
、
水
を
蓄
え
る
働
き
や
、
災
害
を

防
ぐ
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
森
林
を
県
民
全
体
で
守
り
育
て

る
た
め
、
平
成
19
年
か
ら
「
ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
」を
導
入
し
、

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

 

竹
原
市
の
取
組
み

　

平
成
26
年
度
は
、
人
工
林
の
再
生

と
し
て
、
間
伐
に
よ
る
人
工
林
の
健

全
化
、
里
山
林
の
整
備
と
し
て
、
放

置
森
林
整
備
・
竹
林
繁
茂
地
整
備
・

鳥
獣
被
害
防
止
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
整

備
・
森
林
・
林
業
体
験
活
動
や
里
山

林
の
保
全
活
用
に
関
す
る
住
民
団
体

へ
の
支
援
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木

製
品
の
公
共
施
設
等
へ
の
設
置
を
行

い
ま
し
た
。

人
工
林
の
健
全
化
を
希
望
す
る

森
林
を
募
集

対
象　

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の

　

う
ち
、
15
年
以
上
（
保
安
林
は
10

　

年
以
上
）
一
度
も
手
入
れ
が
で
き

　

な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
森
林
。

内
容　

間
伐
に
よ
る
人
工
林
の
健
全

　

化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
所
有
し

　

て
い
る
森
林
の
手
入
れ
が
で
き
な

　

い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

　

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
業
の

　

緊
急
性
や
必
要
な
手
入
れ
な
ど
を

　

総
合
的
に
判
断
し
、
事
業
対
象
を

　

決
定
し
ま
す
。
決
定
後
、
対
象
と

　

な
る
森
林
の
所
有
者
と
協
定
（
20

　

年
間
の
皆
伐
制
限
等
）
を
結
び
、

　

整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
間
伐
に
つ
い
て
は
、
１
ヘ
ク
タ
ー

　

ル
あ
た
り
１
万
円
の
負
担
が
必
要

　

で
す
。

住
民
団
体
等
に
よ
る
里
山
林

整
備
の
取
組
み
を
助
成

対
象　

里
山
林
整
備
と
し
て
、
竹
林

　

の
伐
採
及
び
整
理
に
よ
る
繁
茂
の

　

防
止
へ
の
取
組
み
、
住
民
団
体
や

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
企
画
す
る
里
山
林

　

の
保
全
活
用
に
関
す
る
取
組
み
、

　

森
林
の
機
能
や
林
業
に
つ
い
て
学

　

ぶ
体
験
活
動
へ
の
取
組
み
、
植
樹

　

活
動
等
の
緑
化
活
動
へ
の
取
組
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れ
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豊かな森林をまもりましょう
　ひろしまの森づくり事業

問い合わせ　産業振興課農林水産整備係　

　　　　　　☎２２-７７４５

毎日の「移動」を「エコ」に！
～「自転車や公共交通機関を利用しよう」～

　地球温暖化の要因となっている家庭か

ら排出されるＣＯ２（二酸化炭素）の内、

「移動」に伴う排出量が全体の４分の１

（照明・家電製品に次いで２番目の排出

量）を占めています。環境省では、『「移動」

を「エコ」に！』を合言葉に、エコで賢

い移動方法を選択する取り組みを推奨し

ています。

エ    コ な生活してみませんか？

毎月第一土曜日は「ひろしま環境の日」

問い合わせ

　まちづくり推進課生活環境係

　☎２２-２２７９

取り組み方法 メリット

電車・バスなどの公共交通機
関を利用する。

○環境にいい
　乗客数に応じた CO2 排出量は、
飛行機なら自動車の 1/2、バスなら
1/3、電車なら 1/8 まで減らせます。
　「快適・便利」：公共交通機関で
の移動は、目的地への移動時間が
計算しやすいだけでなく、安全で、
移動中の時間も読書など他の事に
使えます。

徒歩や自転車で移動する。 ○カラダにいい
　徒歩や自転車で移動すると健康
づくりに役立ちます。

自動車の利用方法を工夫する。
○停車中のアイドリングス　
トップ
○急加速・急停止をしない。
○行き先が近い家族や友人　
と相乗りする。
○エコカーを活用する。

○環境にいい
　CO2 の削減に効果的です。
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休日納税相談窓口を開設します
　何らかの事情で納税が難しい場合は相談

を受け付けますので、ご利用ください。

日時　５月 17 日（日）9時～ 17 時

夜間窓口も利用できます
　事前に連絡をしていただければ、税金に

関する相談を受け付けますので、ご利用く

ださい。

利用時間　平日の 20 時まで（要相談）

場所　税務課（本庁 1階）

問い合わせ　税務課　☎ 22-7732

とき
外科

（９時～
18 時）

内科・小児科
（９時～12時、
13 時～ 16 時）

5/10（日）馬場病院

竹原市休日

診療所

5/17（日）馬場病院

5/24（日）安田病院

5/31（日）馬場病院

6/7（日） 安田病院

6/14（日）安田病院

◆初期救急
　（発熱・軽いけが等に対応）

◆休日（午前８時～翌朝８時）

とき ところ

5/10（日） 馬場病院

5/17（日） 県立安芸津病院

5/24（日） 安田病院

5/31（日） 馬場病院

6/7（日） 県立安芸津病院

6/14（日） 安田病院

◆第２次救急
　（緊急手術や入院を要するようなけがや急病等に対応）

問い合わせ

　竹原市休日診療所　☎ 22-7157

　安田病院　☎ 22-6121

　馬場病院　☎ 22-2071

　県立安芸津病院　　☎ 45-0055

◆平日（午後６時～翌朝８時）

とき ところ

毎週火・土曜日 安田病院

毎週水・金曜日 馬場病院

毎週月・木曜日 県立安芸津病院

※必ず事前に連絡して受診してください。

チャレンジデー 2015
～スポーツの力で日本を元気に～

チャレンジデーとは

　毎年５月の最終水曜日に全国で一斉に開催され、市内

で 15 分以上継続して運動やスポーツを実施した人の参

加率（％）を対戦相手の自治体と競う住民参加型のスポー

ツイベントで、昨年度の竹原市の参加率は 56.2％でし

た。敗れた自治体は相手自治体の旗を１週間掲揚すると

いうユニークなルールがあります。

　今年は、秋田県にかほ市が対戦相手です。ぜひ参加し

て、一緒に汗を流しましょう。

日時　５月 27 日（水）　０時～ 21 時の間

※当日、市内にいる人なら誰でも、どの場所でも参加で

　きます。

参加方法　散歩や体操など、15 分以上継続して体を動か

　したら、当日 21 時までに、バンブースポーツクラブ（☎

　24-1001）へ報告してください。

問い合わせ　文化生涯学習室　☎ 22-7757

親と子の交通安全教室開催
　道路や踏切を安全に通行する方法を、親子で一緒に

体験しながら学びませんか。交通安全体験車「ヒコア」

もやってきて、自転車の正しい乗り方や視野機能など

もゲーム感覚で体験できます。

日時　５月 16 日（土）

　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分（受付 13 時～）

場所　竹原小学校体育館　

　※雨天決行

問い合わせ

　まちづくり推進課生活環境係

　☎２２-２２７９

掲載申し込み随時受付中！ 
問い合わせ 企画政策課 ☎ 22-0942

【注意】この欄は、市民のみなさん相互の情報交換の
場です。掲載行事等は、市の主催ではありません。日時・
会場・内容等は各主催者によくご確認のうえ、ご自分
の責任で参加してください。

★援農ボランティアを募集しています！
　人手が不足している農家さんをお手伝い

するボランティアを募集。ビワ・かんきつ・

じゃがいもなどの収穫作業で、短時間、多

人数での作業のため、無理せず楽しく作業

ができます。作業場所は竹原市内。詳しく

は、広島県担い手同志組合おもろい農！事

務局（☎ 050-3699-2695）へ。

★平成27年度竹原市美術協会展を開催します！

　５月 19 日（火）～５月 24 日（日）の９

時～ 17 時（24 日は 16 時まで）、たけはら

美術館文化創造ホールで、竹原市美術協会

会員の作品を展示します。詳しくは、竹原

市美術協会事務局・升元（☎ 22-2616）へ。
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５ 月
日 行　事 問い合わせ
12火
13水
14木

15金
★健康相談～血圧・尿検査など～（成人・乳幼児）
時　13：30 ～ 14：30　場　吉名公民館　内　育児相談（身体計測など）も行います。

保健センター
☎ 22-7157

♪すくすくサロン
時　13：30 ～ 14：30　場　ふれあい館ひろしま

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

16土
17日♪すまいるサンデー　～かぞくでバーベキュー～ in森林公園

時　10：30 ～ 11：30　場　ふれあい館ひろしま　※詳しくはお問い合わせください。

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

18月
♪飛行機を見に行こう
時　10：00 ～ 12：00　場　ピクニック広場（現地集合、雨天 荘野公民館）　

持　おやつ（お弁当は自由）　※自由解散

ミルクハウス
☎ 26-2845

19火

★歯っぴー健診
時　13：00 ～ 13：30 受付　場　保健センター　対　平成 25 年 2 月～３月生（対象児には通知します）

保健センター
☎ 22-7157

♪第１回子育てアドバイス～インファントマッサージ親子の絆作り～
（・5/26・6/2・6/9 全４回受講）
時　13：30 ～ 15：00　場　大乗公民館　持　バスタオル、水分補給できるもの

※要申し込み（定員８組）

ゆりかご
☎ 22-1568

20水★４～５か月児健診時　12：30～13：00受付　場　保健センター　対　平成26年12月～平成27年１月生（対象児には通知します）

保健センター
☎ 22-7157

21木

22金
♪おばあちゃんのほのぼの絵本タイム（・29 日）
時　11：30 ～ 12：00　場　福祉会館２階音楽室

ゆりかご
☎ 22-1568

♪ベビーマッサージ
時　10：30 ～ 12：00　場　福祉会館大広間　持　バスタオル、水分補給できるもの

ミルクハウス
☎ 26-2845

23土
♪春の映画会
時　10：00 ～ 12：00、13：30 ～ 15：30　場　福祉会館２階会議室

対　幼児から大人まで　内　アナと雪の女王　費　無料

児童館
☎ 22-0420

24日
25月♪子育て相談会時　10：30 ～ 12：00　場　長浜会館

ミルクハウス
☎ 26-2845

26火
★かみかみ教室
時　９：45 ～ 10：00 受付　場　保健センター　対　１歳６か月～３歳児と保護者

内　幼児の食事について～鉄分とビタミンでおひさまに負けない体づくり（調理実習と試食）

※ 5/22（金）までに要申し込み（定員 15 組）

保健センター
☎ 22-7157

27水
チャレンジデー２０１５（18 ページ参照）
♪５月誕生会「みんなでおめでとう！」
時　11：15 ～ 11：45　場　福祉会館２階会議室

ゆりかご
☎ 22-1568

28木
★あかちゃん講座
時　10：00 ～ 13：00　場　保健センター　対　妊婦とその家族　内　妊婦さんの栄養（貧

血を防ぐメニューの実習と試食）　持　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、ふきん　

※ 5/26（火）までに要申し込み

保健センター
☎ 22-7157

29金
♪にこにこバースデー　～５月生まれ（パパ、ママ、じいじ、ばあばも）
　みんなあつまれ～
時　11：00 ～ 11：30　場　ふれあい館ひろしま

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

30土

31日
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献血のお知らせ
日時　５月 27 日（水）　10 時～ 12 時

場所　三原農協吉名出張所

※４００ML 献血を実施します。

問い合わせ　まちづくり推進課生活環境係

　　　　　　☎ 22-2279

読書会に参加しませんか？
日時　５月 27 日（水）　13 時 30 分～

場所　福祉会館２階会議室　

内容　課題図書を読み、講師とともに

　感想や意見交換をおこなう

問い合わせ　図書館　22-0778
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歯っぴーライフ 2015
　６月４日～ 10 日は ｢歯と口の健康週間 ｣です。

　この機会に、家族みんなで歯と口の中の健康について

考えてみませんか。

　80 歳（昭和 10 年４月１日から昭和 11 年３月 31 日生

まれの人）で 20 本以上歯がある人を表彰します。該当

する人は、５月 22 日（金）までに市内の歯科医院に申

し出てください。

日時　６月６日（土）

　　　検診受付 14 時～ 15 時（表彰 13 時 30 分～）

場所　保健センター（駐車場は、保健センター西側をご利用ください。）

内容　歯科検診、歯科相談、フッ素塗布、義歯指導など

問い合わせ　

　竹原・豊田地区歯科衛生連絡協議会事務局　☎ 26-3234

　保健センター　☎ 22-7157

麻しん風しん (２期 ) 予防接種
平成 27 年度の対象者　

　平成 21 年４月２日～平成 22 年４月１

日生まれの人

※対象者には、４月中旬に個人通知して

　います。

※無料接種期間は、平成 28 年３月 31 日

　までです。対象の人はなるべく早い時

　期に接種しましょう。

問い合わせ　保健センター

　　　　　　☎ 22-7157

美術館
☎ 22-3558

所蔵品展  「池田コレクション展Ⅱ」
６月 21日（日）まで
　池田勇人元首相が愛蔵していた作品を

中心に紹介します。また池田氏の写真パ

ネルも展示します。

開館時間　９時～ 17 時

　※入館は 16 時 30 分まで

入館料　19 歳以上 200 円（160 円）、

　18 歳以下・

　75 歳以上無料

　※（　）内は 20 人

　　以上の団体料金

休館日

　月曜日、５月 17 日（日）

　※祝休日の場合は翌日休館

▲山口蓬春「竹林」

広島広域都市圏 ～みんなでカープを応援しよう！～
　中国地方唯一のプロ野球チーム「広島東洋カー

プ」を広島広域都市圏として、まとまって応援し

ませんか？

対象　広島広域都市圏内（三原地域から山口県　

　　柳井地域までの 11 市 12 町）在住の人

　　　※小学生以下の場合、大人の同伴が必要です。

定員　300 人（申込多数の場合は抽選。）

日時　６月 28 日（土）13 時 30 分試合開始

対戦相手　埼玉西武ライオンズ

場所　マツダスタジアム（広島市南区蟹屋二丁目）

参加費　３歳以上、1,600 円（外野指定席券）

その他　参加者全員に、選手フォトうちわをプレ

　ゼント

申し込み・問い合わせ

　往復はがき（１枚当たり５人まで）に、参加者

全員の①住所、②氏名（ふりがな）、③年齢、④

電話番号を記入し、５月 11 日（月）（当日消印有効）

までに、広島市企画調整課内・広島広域都市圏協

議会事務局（〒 730-8586 住所不要）へ。☎ 082-

504-2017

地域ぐるみで取り組む鳥獣被害対策
鳥獣被害のおこる原因を勉強しよう！

　鳥獣被害対策は順序が大切です。まずは、鳥獣被害の

おこる原因を正しく理解したうえで、対策に取り組みま

しょう。

　よく言われる原因としては、過疎化・人工林の増加・

狩猟者の高齢化や減少等があげられますが、実際には、

その集落で、気付かないうちに「餌付けに成功」してし

まっていることが原因です。「餌付けの成功」とは、①

この集落はこわくないと「人慣れ学習」をさせてしまう

こと、②この集落には満腹になる餌（農作物・ペットの

餌の食べ残し・生ゴミ等）があると鳥獣に学習させてし

まうことです。

　鳥獣害対策の基本は、この２つの条件を改善していく

ことが大切です。

問い合わせ　産業振興課農林水産振興係　☎ 22-7745
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６ 月
日 行　事 問い合わせ

１月
人権擁護委員の日（11 ページ参照）
♪子育て講座
時　10：30 ～ 12：00　場　荘野公民館

ミルクハウス
☎ 26-2845

２火
３水

４木
★健康相談～血圧・尿検査など～（成人・乳幼児）
時　13：30 ～ 14：30　場　中通公民館　

内　育児相談（身体計測など）、歯科相談も行います。

保健センター
☎ 22-7157

５金 ♪おばあちゃんのほのぼの絵本タイム（・12 日）
時　11：30 ～ 12：00　場　福祉会館２階音楽室

ゆりかご
☎ 22-1568

６土
７日
８月

９火

★こどもの広場
時　10：00 ～ 11：30 受付　場　保健センター　対　乳幼児と保護者

内　育児相談（身体計測）、栄養相談、母乳相談、歯科相談などを行います。

保健センター
☎ 22-7157

♪ドレミで遊ぼう！
時　11：15 ～ 11：45　場　福祉会館２階音楽室　

ゆりかご
☎ 22-1568

10 水

★１歳６か月児健診
時　12：30 ～ 13：00 受付　場　保健センター　

対　平成 25 年 10 月～ 11 月生（対象児には通知します）

保健センター
☎ 22-7157

♪こんにちは赤ちゃん
時　10：30 ～ 11：30　場　ふれあい館ひろしま　※助産師相談もあります。

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

11 木
12 金♪子育て健康講座時　10：30 ～ 11：30　場　ふれあい館ひろしま　内　夏のスキンケア対策

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

13 土

♪筋肉番付
時　13：30 ～ 14：30　場　児童館遊戯室　内　４種目の運動を競います。　費　無料

対　５歳児～中学３年生

児童館
☎ 22-0420

♪消防車見学
時　10：30 ～ 11：30　場　竹原消防署　※現地集合、雨天決行

ミルクハウス
☎ 26-2845

14 日
15 月
16 火
17 水
18 木
19 金
20 土
21 日
22 月
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
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子どもを預けたい人や預かりの手伝いをしたい人を随時募集しています。

問い合わせ　ファミリー・サポート・センター（ふくしの駅）☎ 22-2304（8：30 ～ 17：30）

♪　ファミサポ会員登録受付中！

★　機能回復訓練
時　毎週木曜日 13：30 ～ 15：30　場　保健センター　対　脳卒中後遺症の人など　
内　個別訓練、集団訓練など　　問い合わせ　保健センター　☎ 22-7157　

調理師試験の願書受付
試験日　８月 20 日（木）

願書受付期間　６月８日（月）

　　　　　　　　　　～ 19 日（金）

願書配布期間　５月 11 日（月）

　　　　　　　　～６月 19 日（金）

問い合わせ

　保健センター　☎ 22-7157

ふれあい運動会参加者募集
　多数の参加をお待ちしております。応援

にも、ぜひお越しください。

日時　６月 14 日（日）　10 時～ 15 時

場所　バンブー体育館

対象　市内に住む障害のある人

申し込み・問い合わせ

　５月 29 日（金）までに竹原市社会福祉

協議会（☎ 22-5131）または、各福祉団体へ。




